
LO     VE 社会福祉士相談所 LOVE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年 9月 24日 号 

最近の福祉におけるキニナル話題（福祉の旬トピ    ） 

 

 

   スタッフのヒトリゴト    

  

ウェルフェア イズ ラヴ      

 2026.9.21の新聞に、大島で暮らすハンセン病元患者の記事が紹介されていました。 

 香川：差別・偏見 繰り返さない：地域ニュース : 読売新聞 

 実は、この方の土佐清水市での講演会の様子がこの記事が掲載される少し前に、TVでも紹介されていました。 

 番組の中で、「法律が廃止になって、故郷に帰ろうとは思わなかったのですか？」という質問に、「帰ろうと思え

ば帰れたと思うけれど、大島で長く生活するうちに、ここが第 2の故郷のように感じるようになり、島の外に出掛

けても、大島に帰ってくるとほっとするようになった。」とおっしゃられていました。 

 私たちはつい、「在宅復帰」とか「地域への帰郷」とか意気込んでしまいますが、施設であったり住み慣れた地

域以外の場所であったりで長く生活することを余儀なくされた方にとって、やっぱり時間とともにそこでの生活に

馴染んでいくし、そこでのコミュニティも形成されていくのだと思います。 

 どんな時も行動を起こす前に、その都度当事者の声を聴くこと。 

 ハンセン病か否かを問わず、その方が生活していきたい場所で生活していけるように、また時にその場所の外に

出掛けたくなった時に、どちらであっても差別や偏見などのない、社会にしていくこと。とても難しいことだけれ

ど、本当に大切なことと思います。 

 香川県で活動している社会福祉士相談所として紹介させて頂きました。 

 

       昨日、『GOLD RIBBON Festival 2026』に参加させて頂きましたが、その中で麻倉 未稀 さんのトーク＆ラ

イブを鑑賞してきました。きっと誰もが知る名曲『ヒーロー HOLDING OUT FOR A HERO』を歌って頂き、その

パワフルな声量とパフォーマンスに魅了されました     

私自身音楽鑑賞は好きですが、ライブを観に行くことは滅多にない。過去に行ったのはそれこそ 10年以上

前に、沢田 知可子 さんが三木町に来られた時に 1度だけ      

今回もライブに行った訳ではないけれど、やはり間近でプロのパフォーマンスを見られるのはいいね       

https://www.yomiuri.co.jp/local/kagawa/news/20260920-GYTNT00274/?fbclid=IwY2xjawUht29leHRuA2FlbQIxMQBwZG9mAXNydGMGYXBwX2lkEDIyMjAzOTE3ODgyMDA4OTIAAR4eujlkFShxCTDk0Aupd3AMO-B-nH7TTRyuFVOrnOykbirXZwkeHDtDGE9j7A_aem_xAAxZH-FqAQ-LF3ozr5thQ
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転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

  

 高松市が毎年開催している、「知的障がい者青年教室」（通称：スキップクラブ）では、年間を通してボラン

ティアスタッフを募集しております。 

 当事業所代表も、個人としてボランティアスタッフ登録しており、今年で 8年目になります。 

 出来る限り、受講生とボランティアがマンツーマンで対応出来る状況が好ましいため、多くのボランティ

アの力が必要になるとのことです。ご関心がおありの方は、是非ご検討されてはいかがでしょうか。 

 高松市知的障がい者青年教室「スキップクラブ」ボランティア募集について｜高松市 

 

  
    昨日、特定非営利活動法人 未来 ISSEY 様主催の、小児がん啓発イベント『GOLD RIBBON Festival 2026』に、

当事業所代表も裏方ボランティアとして参加させて頂きました。 

 ただ、当事業所代表の主な役割は広報面での協力。主催団体様の拠点が丸亀市ということもあり、充分な打ち合わ

せが出来ず、ほぼ「ぶっつけ本番」的なカタチで当日は、PC 操作を担当させて頂きました。 

 当事業所代表自身、「丸亀での打ち合わせに参加することは難しいかも…。」と、ワガママを言わせて頂いたうえで

の参加を承諾して下さった未来 ISSEY の皆様に感謝です。 

 広報面でも当日の役割でも、充分なことができたかどうかは解りませんが、素敵なイベントに参画させて頂けた

こと、本当に嬉しく思います。どうにか役割もこなしつつ、"festival"を満喫させて頂きました  

 当事業所代表の参加を承諾して下さった未来 ISSEY の皆様と、ご来場下さった皆様、シェアやチラシの配布等広

報面で協力して下さった皆様に、感謝致します。ありがとうございました。 

  

※この投稿、あえて当事業所 FBに投稿した文章をほぼ転記させて頂いておりますが…。それだけじゃ代わり映え

がないので、『ゴールドリボン』についてインターネット上の記事をリンクしておきますね。 

ゴールドリボン運動とは？取り組み事例や私たちにできること - Spaceship Earth（スペースシップ・アース）

｜SDGs・ESGの取り組み事例から私たちにできる情報をすべての人に提供するメディア 

mailto:you-19830818@outlook.jp
https://lovesocialworker.com/
https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kurashi/shinotorikumi/saiyo/volanteer/chitekishogai.html
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